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カイ 1Jり）アメリカン大学1J; -！) (1_1 1ij内の,1,心街ともし‘

うべき解放）ぷ楊（俗にミダーン・タハリールと称してい

る）の近くに位北＇［しており，その 1iijにはカイロの ilili舎

があり，｝，',i!JIHこはエジフトの総理官邸や‘I『Ii'街の，滸建物

が存在してし、るという賑やかな main-street(}）-•角に位．

している Q

この大学且，を())名前がぷすとおりアメリカ）j式の教

育と学校経常を行なっているために，エジプト人学生の

間でも英語が—般的 I□1 ?it品として）llいら4しており， IハIL, 

らの間玉I,；i{であるアラビア，轟ないしは永年エジプト国内

で用いらかてきたフランス語を通じて 0)，i/1}義はむしろ二

次的と在っている。もっとも，最近のエジフトではアラ

ビア語を国語として晋及せしめるにめの；；；-m＇tナシゴナリ

ズムの傾向が強いために，にとえそ;j1がカトリソク系の

小・中学校の場合でも，アラビア，，｛｝を通じてり）義務教宥

が強化さ4してきており， したがって従米からアラビア，轟

教育をとかく軽視しがちであったIll中産階級および上流

階級の・（弟が今となっては国立大学のI"!からI!/］め出さA1, 

て， このアメリカン大学で教育を受けざるなえないとい

う現象も見られるようである。

このアメリカン大学の中に設樅ふれている社会科学研

究所 (SocialResearch Center) fj―、.'1'；．命後の195,l年に設立

されたもので，主として中近東諸国における礼会的ある

いは191然的条件に関する調査研究を主眼としている。

I 研究員 (Researchstaff) 

この研究所には現在約 8名の主任研究員が所属してい

るが，かれらはすべて Ph.D の資格を有している。研

究所長である Dr.Laila Shukry El Hamamsyは，ア

ラブ人の女性名になじみの無い人々には判断が付きがた

いと思われるが，人類学専攻の女史であって，アメリカ

の Cornell大学の出身である。かの女の専攻が人類学で

ある事と関述して，この社会科学研究所の主任研究員は

はとんど人類学あるいは社会学の専攻であって，その他

の社会科学分野を専攻する研究員はわずかに助手クラス

の人々の中に見いだされるという状態である。創立後い

まだに年月の紅い研究所であるために，社会科学の全分
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野に）外こ・．，•こ｛J|究 i しを擁してし、なし、 U) が丈'|訂文あると思、

j刈し，る。

こAIら8名(})] •. {「：研究 i,l(J、•般（こ Senior-staff と呼1 i、

J I. •C, ＇旦 I以ドの .I unior st;ifl・とい別さ;jIているが，＇と 0)

内ぶは， JりiJ.＜である 1前述0)l)r. Laila 0)はか，人類‘Jを専

攻0)5名と社会学専攻の 2名からなっているが，かれら

1 J、し‘・:I汀し心アメリカり）大学で Ph. l) を投(-J• られてし．、忍） Q 

かA1, i') ()）ドにあ .,・c, 研究を Supportする ijil ¥ {j . 

.I unior staffと呼ば` ;Jl,．ら現在は約2(）名程殷である。

II,；I,¥l ft i古動

リ↓在， （JI:'先（/）．`J I Iン」．クトとし（・-・褐げら」 l-C. I.,ヽ る，課題

1 J：大別して三＂．）に分 1:J• し．），｝ 1,る力;,ての第］は， 人ビヤ地

方（スビヤ人）の移住に杖lずる人類学的ち寮であるりぅ.•

スリン・ハイタムの建設1こf|'：って，ナイル）1|上流の水(Ili.

が上昇·し ✓_,-·）あるが， このため従来からナイル川上流域

に定住して農耕に従4i• していにスビア人部・落が水没する

迎命にあるにめ，か，11，らをナ・（ル川下流域に移住せしめ

る，，1・1111iをエジフト政）fit'£施中である。当社会科学研究

所で採り上げたテーマは，新しい i'I然的・社会的屈樟に

移住しようとする人ビア人を人種的見地から考察するの

が11的である。

第 2は，エジプト 0)デルタ地方におげる農民移植につ

いての評価である。現在，ナイル川デルタのタハリール

地1メ．．では農地改革． 0） •--•ii|；として，土地辿成計両を実施中

であるが，近い将米には人口桐密な地域から過剰人 l―_1を

このタハリール地区に移住辻しめに上，職業訓練をはど

こすこととなっている。この結果，当地域の人口は現在

0) 1万6(）（）（）人から約 2万人に辻する予定であるため，こ

れに伴って起こると予想される農民の健康管理，あるい

は社会経済上の変化について研究することを目的として

いる。

第 3には， [Ti]じくナイル）II卜訛のテルク工業地脩にみ

られる家族制度の変化についてである。農村の部巾化

(urbanization)に伴って， 旧来の家族制度， 1(11縁閃係が

変貌を遂llジ）つあるが， こと 1こ農業労慟者から1刀：場労慟

者への転化が著しいこの地方では，｝農村人「1の部iiiへ(j)



移仕が一般的な塩勢となりつつあるため，従来の家族制

疫も分解の過程をたどり つつあると予想されている。第

3のフロジ ェクトは、この都市化の過程を調府の対象とし

ている。

なおこ1Lらの乱1位に1対しては，当センター0)外部から

も調俗．スタ、ノ フが参加することを求めており， sponsor-

shipとしては，上記の第 lo)フロジェクトに関するもの

は， ェシフ ト農地改革省， I厚生省 (The Ministry of 

Social Affairヽ），文化指導~i (The Ministry of Culture 

and National Guidance)およびユネスコの協同調在と

なっており ，フォード基金か 1況資金が拠出されている。

第2のプロジェクトについては，エジプ ト農業省および

The Egyptian-American Rural Improvement Service 

の補助金によっているが，第 30ー）フロジェクト分に1月し

てはアメリカン大学l]｛本の賓金によるも 0)である。

llI (iJf 究成果

この社会科学研究所に所属する研究員が主とめに調杜

結果は，多 くの場合この研究所から出版されてい るが，

従来か らかれらの学位論文は当研究所に提出 される より

もむしろ， より上位の学位を授かしてくれる大学（ほと

んと＇アメ リカの大学に限られている）に対して提出する

0)が一般的であっ て， 当研究所l:9|｛本O) Senior staffは

Junior staffが論文を作成する過程で必要な以J告と指示

を与えるにとどまっ ているQ 一方，当研究所としては，

社会科学に関する調査出版物を楳める ことを他の任務と

しているが，ことに社会学あるいは社会人類学について

の調査技術，方法論を取り扱った出版物などの基礎的文

献の収集に努力しているようである。

なお， 現在ま でにこの研究所のスタ・ノフによって褐か

れに調低論文のおもなるものを紹介すると，

(1) 経済学関係

Shakour Shaalan and Dr. Fouad Hashem, "Country 

Trade and Country Diversification of Egypt's Com-

modity Tracie," Review of Economics, Politics and 

Business, Faculty of Commerce, Cairo University, 1959. 

(2) 人類学および社会学関係

研究所長 Dr.Laila Shukry El Hamamsyによるも

0)では，エジプトあるいは熱晶地方にお（する女性の政治

的役割に関する調査などがある。•

"The Political Role of Women in Tropical and 

Sub-Tropical Areas." 

"The Role of Women in the Development of Egypt," 

研究機関紹介 二戸主戸・：ニ-=

International Institute of Differing Civilizations, 

Brussels, 195B. 

"Rural and Urban Social Structure in Egypt," Paper 

written for U. N. E. S. C. 0., Cairo, November, 

1959. レパノン共和国内の社会梢辿， こと に農村地術の

教育， コミュ ニケーシ ョンの間加を取り扱ったものとし

て，

"Social Structure and Differentiation in Rural 

Lebanon," 

Gordon Hirabayashi & Lincoln /¥rmstrong, "Eclu-

cational Participation in Selected Lebanese Villages," 

International Sociological Association, London, 1956. 

Gordon Hirabayashi & Lincoln Armstrong, "Social 

Differentiation in Selected Lebanese Villages," 

American Sociological Review, August, 1956, 

Gordon Hirahayasbi & Fathalla el Khatib, "Social 

Consciousness and Means of Communication," Faculty 

of Commerce, Cairo University, l!J57, 

エジプ トにおける］菜 化と， それに伴う農村の都rII化

0)|｝il}追を収る扱ったものとしては，

Alphonse M, Said, "Implications of lnclustrializat1011 

for Urban Crowtl1 in the Egyptian Region of the U, 

A. R,’'Cairo, 196(）， 

Alphonse M. Said, "The Growth and Development 

of Urbanization in Egypt," Paper witten for U, N, 

li s, C, （）．， 1959, 

以上の論文のはかに，統計1廿l題に1対するぶ：ー「の研究成

果があるが，前述したごと く調査内容は主として社会人

頬学的分野に限られる傾向が強い。

（大蔵省為替I19} 有村彩開）
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